
山
形
県
に
お
け
る
平
成
九
年
度
の
住
宅
新
設
着
工

戸
数
が
、
対
前
年
比
一
一・
六
％
減
（
全
国
平
均
一

七
・
七
％
減
）
と
落
ち
込
ん
で
お
り
、
そ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
景
気
の
停
滞
感
に
よ

る
建
設
意
欲
の
冷
え
込
み
や
、
九
年
四
月
か
ら
の
消

費
税
ア
ッ
プ
に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
山
形
県
に
お
い
て
は
、
特

に
持
ち
家
の
落
ち
込
み
幅
が
三
〇
・
〇
％
（
全
国
平

均
二
九
・一
％
減
）
と
大
き
い
。

新
規
の
住
宅
購
入
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
要
因

の
ひ
と
つ
が
地
価
の
動
向
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
県

内
住
宅
着
工
の
約
四
割
を
占
め
る
山
形
広
域
都
市
計

画
地
域
（
山
形
市
、
上
山
市
、
天
童
市
、
中
山
町
、

山
辺
町
＝
以
下
山
形
広
域
圏
と
い
う
）
に
お
け
る
住

宅
地
の
地
価
形
成
の
特
色
と
今
後
の
中
長
期
的
な
動

向
を
探
っ
て
み
た
い
。

全
国
平
均
の
住
宅
地
価
格
は
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル

経
済
の
影
響
な
ど
で
平
成
三
年
に
ピ
ー
ク
を
う
っ
た

後
お
お
む
ね
下
落
を
続
け
、
現
在
に
至
っ
て
も
下
落

幅
を
縮
小
し
な
が
ら
も
下
降
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

東
北
六
県
の
県
庁
所
在
市
の
地
価
推
移
を
辿
っ
て
み

る
と
、
バ
ブ
ル
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
仙
台
市
を
除

い
て
は
、
平
成
三
年
以
降
も
、
各
県
都
と
も
ほ
ぼ
一

貫
し
て
上
昇
を
続
け
て
い
る
（
図
１
参
照
）。

地
価
公
示
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
八
年
当
時
の
山

形
市
の
地
価
は
仙
台
市
を
上
回
り
、
盛
岡
市
に
次
ぐ

水
準
で
あ
っ
た
（
表
１
参
照
）。
そ
の
後
山
形
市
の
地

価
は
や
や
下
降
気
味
に
推
移
し
た
が
、
昭
和
六
十
二

年
を
底
に
上
昇
に
転
じ
、
平
成
十
年
時
点
で
は
、
仙

台
市
、
盛
岡
市
に
次
ぐ
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

仙
台
周
辺
な
ど
の
宅
地
供
給
が
主

に
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
大
規

模
開
発
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
の

に
対
し
、
山
形
広
域
圏
の
宅
地
供
給

は
、
健
全
な
市
街
地
形
成
を
図
る
な

ど
の
意
図
か
ら
、
大
半
が
組
合
方
式

に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
き
た
。
特
に
、
天
童

市
･
山
形
市
で
の
土
地
区
画
整
理
事

業
へ
の
取
組
が
活
発
で
あ
り
、
平
成

十
年
三
月
現
在
の
市
街
化
区
域
（
用

途
地
域
）
に
対
す
る
同
事
業
の
整
備

率
は
そ
れ
ぞ
れ
六
三
％
・
四
二
％
に

及
ん
で
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
、
全
国
的
に

地
価
が
上
昇
を
始
め
る
昭
和
六
十
三

年
ま
で
を
「
昭
和
終
期
」、
平
成
元

年
か
ら
五
年
ま
で
を
仮
に
「
平
成
初

期
」、
平
成
六
年
か
ら
現
在
ま
で
を

「
近
年
」
と
大
雑
把
に
区
分
け
し
、

そ
の
間
の
圏
内
に
お
け
る
宅
地
供
給

状
況
を
考
察
し
て
み
た
い
。

「
昭
和
終
期
」
に
は
、
昭
和
五
十
年

代
前
半
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
土
地
区

画
整
理
事
業
が
相
次
い
で
完
了
し
、

天
童
市
長
岡
・
山
形
市
蔵
王
桜
田
な

ど
の
宅
地
供
給
が
集
中
し
た
が
、

「
平
成
初
期
」
に
は
宅
地
の
供
給
が

「
昭
和
初
期
」
の
半
分
以
下
に
減
少

し
て
い
る
。（
表
２
参
照
）。

◆
は
じ
め
に

◆
山
形
市
住
宅
地
の
地
価
水
準

◆
圏
内
に
お
け
る
宅
地
供
給
の
特
徴

◆
宅
地
供
給
の
推
移

●
　
焦
　
点
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表１　地価公示による住宅地平均価格の比較 （円／ｍ2）

（年） 全　　国 山 形 市 青 森 市 盛 岡 市 仙 台 市 秋 田 市 福 島 市
昭和58年１月１日現在 108,000 71 ,800 57,900 72,700 66,900 56,800 59,600
平成10年１月１日現在 165,700 93,000 65,700 96,700 108,700 78,000 80,400

（荘銀総合研究所主任研究員　加藤　和 ）



一
方
、
こ
の
間
の
圏
内
の
世
帯
の
増
加
数
は
、「
昭

和
終
期
」
が
六
三
二
三
世
帯
に
対
し
、「
平
成
初
期
」

に
は
八
一
二
〇
世
帯
と
、
平
成
期
に
入
っ
て
か
ら
の

世
帯
数
の
増
加
が
著
し
い
。

「
昭
和
終
期
」
に
は
、
全
国
的
に
穏
や
か
な
地
価
の

動
き
や
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
土
地
の
供
給
見
通
し
に

加
え
、
他
県
と
比
較
し
て
の
相
対
的
な
地
価
の
割
高

感
か
ら
、
東
北
県
都
の
な
か
で
山
形
市
の
地
価
は
唯

一
下
降
気
味
に
推
移
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、「
平
成
初
期
」
に
入
る
と
、
世
帯
数

の
増
加
に
対
す
る
宅
地
の
供
給
不
足
か
ら
、
一
気
に

地
価
は
上
昇
に
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
近
年
」
に
入
っ
て
も
世
帯
数
の
増
加
は
「
平
成
初

期
」
と
ほ
ぼ
同
じ
ペ
ー
ス
で
続
い
て
お
り
、
山
形
市

馬
見
ヶ
崎
・
天
童
北
部
な
ど
比
較
的
大
規
模
な
供
給

が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宅
地
の
供
給
不
足

感
を
払
拭
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

土
地
区
画
整
理
事
業
が
す
で
に
完
了
し
た
土
地
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
市
街
化
率
は
お
よ
そ
七
〜
八
割
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
表
２
・
市
街
化
率
参
照
）。

こ
れ
は
整
理
事
業
完
了
後
地
主
へ
換
地
さ
れ
た
土
地

も
引
続
き
農
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
方
式
で
開
発
さ
れ
た
土

地
が
完
売
を
旨
と
す
る
の
と
は
違
い
、
地
主
に
と
っ

て
必
ず
し
も
売
り
急
ぐ
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

ま
た
、土
地
の
開
発
が
大
規
模
に
な
る
ほ
ど
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
各
種
施
設
の
導
入
計
画
が
率
先

し
て
進
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
大
型
店
に
対
す
る
家

賃
等
の
設
定
が
周
辺
の
土
地
価
格
の
基
準
と
な
っ
て

し
ま
う
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
。

山
形
広
域
圏
に
お
い
て
は
現
在
、
従
来
に
な
い
大

規
模
宅
地
の
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
表
３
参
照
）。

山
形
･
上
山
両
市
に
ま
た
が
る
山
形
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

や
山
形
市
嶋
な
ど
の
供
給
が
始
る
と
、
宅
地
不
足
感

の
か
な
り
の
部
分
が
解
消
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
宅
地
内
農
地
が
動
き

だ
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

圏
内
で
の
潜
在
的
な
住
宅
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し
て

根
強
く
、
ま
た
、
住
宅
建
築
が
他
産
業
へ
及
ぼ
す
波

及
効
果
も
大
き
い
。
良
質
な
宅
地
が
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
価
格
で
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
持
家
の
一

層
の
促
進
と
、
県
内
住
宅
産
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
の
課
題

◆
今
後
の
宅
地
供
給
の
動
向

●
　
山
形
広
域
圏
に
お
け
る
宅
地
供
給
の
特
色
と
展
望
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図１　県庁所在地の住宅地価指数推移（地価公示）

表３　主な宅地開発計画一覧

※平成10年度版『山形県の都市計画〈資料編〉』（県都市計画課）
（☆印は当社独自調査）による。
※計画戸数は、当社推計（大型店の出店等は加味していない）。

地 区 名 事業主体 施工年度 面積（ha） 計画戸数

山 形 市 白 山 組　　合 Ｈ５～Ｈ15 18.1 300

山 形 市 南 木 畑 組　　合 Ｈ５～Ｈ12 34.4 800

天 童 南 部 組　　合 Ｈ５～Ｈ14 48.2 850

天 童 市 鍬 ノ 町 天 童 市 Ｈ６～Ｈ12 29.7 不　詳

天 童 北 目 組　　合 Ｈ６～Ｈ14 24.2 200

山 形 市 高 原 大和団地 Ｈ８～Ｈ12 10.1 不　詳

中 山 町 中 川 原 組　　合 Ｈ７～Ｈ12 16.0 400

上 山 金 生 組　　合 Ｈ８～Ｈ14 32.7 800

山 形 市 成 沢 組　　合 Ｈ６～Ｈ15 40.0 700

山 形 市 吉 原 組　　合 Ｈ６～Ｈ16 79.4 1,200

☆ 山 形 市 嶋 組　　合 Ｈ10～Ｈ19 97.1 1,800

☆ 山 形 市 芸 工 大 前 組　　合 Ｈ10～未 定 59.8 1,100

山 形 ニ ュ ー タ ウ ン 公　　団 Ｈ10～未 定 174.2 2,500

宅 地 供 給 面 積 合 計 1392.5

表２　主な宅地開発事業一覧

※平成10年度版『山形県の都市計画〈資料編〉』（県都市計画課）、及び平成
９年度版『土地利用動向調査』（県企画調整部）による。
※市街化率は平成３～５年度版・９年度版の『土地利用動向調査』による。
現在の市街化率は上記数値を若干上回っていると考えられる。

地 区 名 事業主体 施工年度 面積（ha） 市街化率
天童市長岡第二（第一区） 組　　合 Ｓ53～Ｓ61 45.7 84％
山 形 市 前 田 北 浦 組　　合 Ｓ58～Ｓ62 6.1 69％
山 形 市 鈴 川 組　　合 Ｓ55～Ｓ62 15.8 60％
山 形 市 蔵 王 桜 田 組　　合 Ｓ53～Ｓ62 72.2 不　詳
山 形 市 上 の 台 組　　合 Ｓ54～Ｓ63 22.0 70％
上山市四ツ谷三千刈 組　　合 Ｓ53～Ｓ62 24.2 50%
天 童 市 清 池 第 二 組　　合 Ｓ59～Ｓ63 6.9 66％

（「昭和終期」宅地供給面積小計） 192.9
天童市長岡第二（第二区） 組　　合 Ｓ61～Ｈ４ 23. 1 85％
中 山 町 新 町 組　　合 Ｓ61～Ｈ５ 7.6 68％
山 形 市 平 清 水 組　　合 Ｓ63～Ｈ５ 16.6 67％
天 童 市 駅 西 組　　合 Ｓ61～Ｈ６ 45.0 63％
上 山 市 金 生 住宅公社 Ｈ４～Ｈ５ 3.4 不　詳

（「平成初期」住宅供給面積小計） 92.3
中山町ニュータウンサンフラワー 住宅協会 Ｈ４～Ｈ６ 5.0 不　詳
上 山 市 大 石 三 千 刈 組　　合 Ｓ55～Ｈ10 12.4 不　詳
山 形 市 菅 沢 山 形 市 Ｓ57～Ｈ７ 33.0 不　詳
山 形 市 南 館 組　　合 Ｈ５～Ｈ10 24.0 不　詳
山 形 市 馬 上 台 組　　合 Ｈ５～Ｈ９ 14.0 不　詳
山 形 市 馬 見 ヶ 崎 組　　合 Ｈ２～Ｈ10 64.3 不　詳
天 童 北 部 組　　合 Ｓ63～Ｈ10 47.1 不　詳

（「近年」宅地供給面積小計） 194.6
宅 地 供 給 面 積 合 計 479.8


